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アプソム電機の物語り

課長～！ 在庫多
すぎ～っす。

お客様へのきめ細か
なサービスのため、
工場は日夜がんばっ
ております！！

真実は現場で起
こってるんだぁ。

弊社は、情報連携
によって、・・・

皆様、工場見学ツアー、
いかがでしたか？

小泉課長

現場の
田中くん

社長
ものづくり太郎
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ＰＳＬＸ３プロジェクト（２０１４年度）
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◆製造オペレーション管理に関連する情報システムの標準仕様としてＰＳＬＸ３を定義し、
それにしたがってコア部を製造したソフトウェアのインテグレーションコストを下げる。

◆ ＰＳＬＸ３を採用したソフトウエア製品およびインテグレーションツールを充実させるこ
とで、トータルなシステム構築、運用コストを下げ、製造業の競争力向上を図る。

プロジェクトの最終目的

◆中堅、中小製造業、または大手製造業の製造部門あるいは製造子会社で、製造現
場のオペレーションを、できるだけ少ない投資によるＩＴを用いて効率的かつ柔軟に行
ないたい企業

◆製造現場にて利用するソフトウェアを販売するベンダーあるいはそれらをインテグ
レーションするＳＩｅｒやコンサルタントで、常に変化するニーズにきめ細かく対応したい
企業。

プロジェクトの対象

ＰＳＬＸ３プラットフォーム上
で、アプソム電機（仮想企
業）に実装された６社の業務
ソフトウェアが、大連携！！
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アプソム電機（株）

非常用ディーゼル発電機
◆受注設計生産◆

型式
Ｚ１００ Ｚ４００
Ｚ２００ Ｚ５００
Ｚ３００ Ｚ９００

新生産革新プログラム２０２０

（通称：革新２０２０）
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非常用発電機ができるまで
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ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
組立

塗装
受注
設計

３カ月前～

運営
試験

出荷
検査

出荷
準備

ABC

５日前

溶接ＮＣ

１か月前～

艤装

ﾗｼﾞｴｰﾀ

発電機

ｴﾝｼﾞﾝ

制御BOX

配線

調達＆
ｻﾌﾞ組立

１か月前～ １５日前

タンク
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あらずじ

小泉業務課長

現場の田中君

仕様変更に
強い個別受
注とは？？

在庫や稼働
データを連
携したい！

①前工程（製缶まで）の標準化、部品共通化
を徹底し、一部見込生産を組み入れる。

②ＩＴの活用によって業務の見える化を進め、
仕様変更などで業務間の連携を柔軟にする。

③勘と経験ではなく、しくみとして品質を保証
できるように、情報システムを強化する。

業務の連携のためには、業務ソフト
ウェアの連携が不可欠である。

ＰＳＬＸ３プラットフォームにより、
システム間の粗結合を実現！
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数々の名場面（迷？場面）集

小泉課長は、新システムの導入を
見学者に自慢気味に説明。そこに、
現場の田中君が“ちょっと待った”
と乱入してきた。実際に現場では

何か起きているのか？！

小泉課長、得意先からの仕様変
更の電話にオロオロするばかり。
もう納期がないぞ！ 協力会社
の“いつでも工業”に直談判に出
かけた田中君が大活躍！

ＳＣＩＥＮＥ１

ＳＣＩＥＮＥ２
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情報システム構成図
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生産スケジューラ 現場ＭＥＳ

日程計画

販売管理

在庫管理

ＢＯＭ管理購買管理

協力工場

基幹情報システム

ＤＢＭ

生産
計画

DIRECTOR6
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連携コントローラーの機能

1. 業務アプリケーションのIDと権限を管理する

2. 業務アプリケーションが現在オンラインとなっているか把握する

3. 業務アプリケーションが送信した連携データのログを蓄積する

4. グループに登録している業務アプリへの配信が可能である

5. 連携データの保管サーバおよびアクセス方法を管理する。

6. 自分宛ての連携データがあるかどうかを教えてくれる

7. 送信した連携データを、相手アプリがもっていったかどうかを知る

8. 送信した連携データを、誰がもっていったかを知る。

9. 自分が起動したこと、またはシャットダウンすることを通知する。

10. 送信者が送った連携データについて、ステータスを管理する。

11. 通信エラーとなった場合に、その事実を記録し相手に伝える。

12. 返信の期限を設定し、超えた場合はタイムアウトとして終了する。
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コントローラー実装
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✓従来のラフな連携からスムーズな移行

✓段階的に連携方式を変更することが可能

✓物理的なデータ置き場に依存しない連携

✓従来のプログラム実装をそのまま活用

✓社内連携、企業間連携の切り替えが容易

✓個別拡張が容易、システムの統合が容易
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ＰＳＬＸ３リファレンスモデル
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純国産

デマンド・サプライチェーン エンジニアリング・チェーン

売り作り買い

需要情報

資材／製品

ものこと

製品要求／ニーズ

しくみ

製造技術／シーズ

業務オブジェ
クトモデル
２１５件

業務アクティ
ビティモデル
１６２件

PSLX3ドラフト06
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業務アクティビティの例

受注製品の開発日程を設定する
投資対効果を製品ファミリ単位で把握する
製品の実際原価を計画する
製品構造、素材、工法などを決定する
製造部品表を作成し管理する
設計部品表と製造部品表を対応付ける
QC工程表を作成し管理する
作業標準の内容を実績ベースに更新する
設計変更を確定し関連部署に通知する
製造上の問題から設計を変更する
製造装置の製品レシピを管理する
オプション部品、オプション工程を定義する
出荷した製品の工程作業履歴を調べる

工程検査結果を生産オーダと関係づける
生産オーダ実績と出荷実績とを関係づける
ロットにIDを設定して管理する
作業者の編成とシフトを管理する
作業工程における作業方法を定義する
類似した作業工程を標準化する
加工条件を記録し再利用する
作業の引き継ぎを容易にする
トラブル時の修復スケジュールを作成する
トラブル原因により対策を立案する
設備の稼働状態を監視する
作業者の作業実績（スキル面）を管理する
作業不良について対策を行なう
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生産指示

生産オーダ

作業指示

作業区

工場

ワークセンタ

工程順序

品目

作業工程

生産工程

作業方法作業結果 作業実行履歴

PSLX3業務オブジェクト（その１）

工場の機能階層とオーダ粒度

製品受注オーダ

知識情報

事実情報凡例
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IVRA-Nextつながるものづくりの実現戦略
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リファレンスモデルによる活動の定義

Info.
Info.

Thing

Thing

Info.
Physical 
world

Activity

Activity

Activity

service

Data 

Data 

Data 

service

service
Cyber
world

Data 

Activity
trigger

trigger

trigger

trigger
(Autonomous 
action)

経営レイア

活動レイア

仕様レイア
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IVIの問題解決サイクル
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Plan

Check Do

Action

Exploration 

現実の
しくみ

悩みごとｽﾃｰｼﾞ 1

System

問題発見

Recognition 

AS-IS 
モデル

ｽﾃｰｼﾞ 2

System

問題共有

Orchestration

TO-BE モデル

ｽﾃｰｼﾞ 3

System

課題設定

Realization

ｽﾃｰｼﾞ 4

System 

課題解決
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スマートなものづくりのサイクル
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ステージ１：問題発見

ステージ２：問題共有

✓ 困りごとのヒアリング
✓ 困りごとカードの記述
✓ 事実と解釈の切り分け
✓ 困りごと解釈の構造化
✓ 事実の構造化（なぜなぜ）

✓ 対象業務と場面を決定
✓ 関係する役者とその活動を定義
✓ モノと情報およびその流れ定義
✓ デジタル化された部分を確認
✓ 困りごとの内容との突合せ確認

ステージ３：課題設定

ステージ４：課題解決

✓ 情報の流れに着目し課題を抽出
✓ サイバー側のロジックを選択し適用
✓ モノと情報の項目と構造のデザイン
✓ IT／IoTのコンポーネントを配置
✓ 新たな業務フローを再定義し評価

✓ データを準備し単体での検証
✓ 業務担当者へむけての実演説明
✓ 業務の流れを通しで再検証
✓ 手順書、説明書、サポート体制づくり
✓ 運用し効果測定しつつ継続的カイゼン
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ＩＶＩＭを構成する１６のチャート
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◆困りごとチャート ◆なぜなぜチャート ◆組織構成チャート◆目標計画チャート

◆割り振りチャート

◆活動展開チャート◆いつどこチャート ◆やりとりチャート

◆状態遷移チャート

◆見える化チャート

◆モノコトチャート ◆ロジックチャート

◆プロセスチャート ◆データ定義チャート ◆コンポーネントチャート ◆レイアウトチャート
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ステージとチャートの関係

21

ステージ１：問題発見

ステージ３：課題設定 ステージ２：問題共有

ステージ４：課題解決

① 困りごとチャート

② なぜなぜチャート

③ 目標計画チャート

④ 組織構成チャート

⑤ いつどこチャート

⑥ やりとりチャート

⑦ 活動展開チャート

⑧ 見える化チャート

⑨ モノコトチャート

⑩ ロジックチャート

⑪ 割り振りチャート

⑫ ステートチャート

⑬ プロセスチャート

⑭ データ定義チャート

⑮ コンポーネントチャート

⑯ レイアウトチャート

⑥ やりとりチャート

⑤ いつどこチャート

⑦ 活動展開チャート

⑦ 活動展開チャート
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ＩＶＲＡの３つのレイア構造

経営レイア

活動レイア

仕様レイア

① 困りごとチャート

② なぜなぜチャート

③ 目標計画チャート

④ 組織構成チャート

⑤ いつどこチャート

⑧ 見える化チャート

⑨ モノコトチャート

⑩ ロジックチャート

⑪ 割り振りチャート

⑫ ステートチャート

⑬ プロセスチャート

⑭ データ定義チャート

⑮ コンポーネントチャート

⑯ レイアウトチャート

⑥ やりとりチャート

⑦ 活動展開チャート
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ステークホルダーとマッチング
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IVIMリポジトリ

共通／個別IVIM

サービス
プロバイダ

コンポーネント
ベンダ

エンド
ユーザ（工場）

コンサル
タント

コーディ
ネータ

データ＆
ノウハウ

ニーズ＆
困りごと

コンポーネント
＆接続仕様

ｻｰﾋﾞｽ
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ﾃﾞｰﾀ
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

プラット
フォーム

業務
シナリオ

実装レイ
アウト

①ユーザの要求に
対してコンポーネン
トをマッチング

②あらかじめ登録
されたコンポーネン
トで要求を記述

③プラットフォーム
上でコンポーネント
をテンプレート配置
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２５の登録オブジェクト

事実

出来事

状態

業務

組織

エリア

役者

活動

活動手順

インタ
フェース

コンポー
ネント

目標 データ

データ項目情報

情報項目

モノ

モノ項目

ロジック プロセス

プロセス
手順

イベントステート

課題

サイト
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製造業ＩＴマイスター指導者育成プログラム

25

回数 日付 内容

1回 6月3週 製造業ＩＴ導入ワークショップ

2回 6月4週 高度ＩＴ実装技術の修得１

3回 7月1週 高度ＩＴ実装技術の修得２

4回 7月2週 システム構築技術の修得１

5回 7月3週 システム構築技術の修得２

6回 7月4週 ＰＢＬ１（フィールドワーク：工場見学）

7回 8月1週 ＰＢＬ２（課題の設定と解決策の提案）

8回 8月4週 高度ＩＴ実装技術の適用

9回 9月1週 システム構築技術の適用

10回 9月2週 最終成果報告会、兼最終試験

本プログラムは、製造業をターゲットとし、
現場を起点としたボトムアップなカイゼン
型のシステム構築の手法を習得するため
のカリキュラムを開発、教育訓練を実施
（※訓練内容は実践重視）。また、デジタ
ル技術によって業務の生産性を飛躍的に
高める「製造業ＩＴマイスター」スキル標準
を明らかにし、新たな高度IT技術者／技
能者の育成につなげる。

モノ・コトのデータ化、見え
る化に関する能力

つなぐ化、つながる化に
関する能力

現地・現物・現実の抽出
と整理に関する能力

厚生労働省委託事業

日本的なデジタル化とは？
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データを核としたアーキテクチャーの進展
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製造PF

現場（エッジ）をデジタルで強化する

製造PF

製造PF

Connected
Industries
Open Framework

現場はデータの提供者

データを呼び込み
現場で知識を生み出す 生産現場の

豊富な知識

オープン（協調）

クローズ（競争）

自律分散型
（相互連携）

28
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プラットフォーム間連携のフレームワーク

HCS HCS HCTHCT ECU

送信側
サービス

受信側
個別辞書

送信側
個別辞書

共通辞書

項目を
変換

ECU

受信側
サービス

DTM

連携
ターミナル

連携
サーバー

連携
サーバー

HDS

SDDADD ADD

変換
マップ

DTM変換
マップ

連携
ターミナル

項目を
変換

インターネット（暗号化）

生産現場
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

取引
プロファイル

取引
プロファイル

ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

契約ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

辞書サーバー

生産現場
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

☑データの内容を事前に規定
☑データの用途を事前に同意
☑データの権利と義務を契約

HCM 連携
マネージャ

HCM

①PULL型
→必要なデータを
都度要求する

②PUSH型
→イベントごとに
データを提供する

29
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ＣＩＯＦ－ＤＳＮ（Data Sovereignty Network）

データ

サイバーコンテナ（PLU-C）

請求
¥

ID

モノ 情報

フィジカルコンテナ（PLU-P）

ひと

ID

お金
¥

ブロックチェーン
ID

金融機関

スマートな移送単位（PLU）

スマートな
ものづくり
単位（SMU）

スマートな
ものづくり
単位（SMU）

サイバー
な世界

フィジカルな
世界

ユニークなＩＤで
対応づける

30
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つながる工場のためのＩＶＩーＣＩＯＦ

役者／モノ
情報／データ

スマートな
ものづくり単位
（ＳＭＵ）

サプライヤー

HCT

HCT

HCT

HCT
物流センター
（ＳＭＵ）

客先工場
協力工場（ＳＭＵ）

スマートな
移送単位
（ＰＬU）

ID ¥

ＰＬU

ID ¥

連携
管理

連携
管理

HCS

ＳＭＵ

ＳＭＵ

ハイパー連携
サーバー
（ＨＣＳ）

ハイパー連携
ターミナル
（ＨＣＴ）

ＰＬU

ID

31
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個別辞書
の展開

共通辞書
の整備

辞書利用
の調査

新たな辞書
の検討

個々の現場で個別の
実情にあわせて共通
辞書を活用する

個々の現場で実際に利
用された辞書と個別に定
義された内容を調べる

頻度の高い用語につい
て名寄せを行い共通辞
書への追加を検討する

定期的に共通辞書の
内容を見直し互換性
を考慮して更新する

ステージ１

ステージ２

ステージ３

ステージ４

共通
辞書

索引
index

競争的協調領域（Open&Closed）

内容
content

競争領域（Closed）

形式
format

協調領域（Open）

シンタックス／フォーマッ
ト／オントロジー／表記
要素／メタデータ

パラメータ／計測データ／ノウ
ハウデータ／設計データ／加
工データ／予実データ

辞書／カテゴリ／プロファイ
ル／カタログ／スキーマ／イ
ンデックス／インタフェース
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来年は4月1日です！
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ご清聴ありがとうございました。


